






















 （東医療センター1 卒後臨床研修センター，2 麻酔科）○岡﨑亮汰1・
 ◎岡村圭子2・西山圭子2・市川順子2・小髙光晴2・小森万希子2
15．シャントが挿入されている頭蓋底髄膜腫に合併した慢性硬膜下血腫の 1 例
























（375 mg/m2 BSA per dose）の点滴投与を 6 か月毎に計
4 回投与した小児期発症のステロイド依存性頻回再発型
微小変化型ネフローゼ症候群の患者 32 名（平均発症年齢




ブ開始後 24 か月間における再発回数は小児期発症が 0.3
±0.7 回，成人期発症が 0.3±0.6 回と，リツキシマブ開始
前と比較しいずれも有意に改善を認めた（p＜0.001）．副
腎皮質ステロイドの内服は小児期で 81.3％（32 名中 26
名），成人期で 70.6％（17 名中 12 名）が中止でき，内服
量は小児期が 0.9±2.5 mg/日，成人期が 0.8±1.6 mg/日
と両群とも有意に減少が得られた（p＜0.001）．副作用に
関しては，infusion reaction をそれぞれ 21.1％，19.7％に
認めたが，発生頻度において両群に差は認めなかった（p
＝0.722）．〔結語〕ネフローゼ症候群に対するリツキシマ
ブ治療は，成人期発症例でも有意に治療効果を認め，副
作用も小児期と比較し増加なく，安全に使用できると考
えられた．
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